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第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績との差異に関するお知らせ 
 

 

当社は、2026年３月 17日に公表いたしました 2027 年１月期の第２四半期（中間期）連結業績予想と

本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１．2027年１月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績との差異 

（2026年２月１日～2026年７月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円  

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 21,691 304 230 △174 △4円 94銭 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 23,025 829 996 432 12円 22銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 1,334 525 766 606  

増 減 率 （ ％ ） 6.2% 173.0% 333.2% －%  

（ ご 参 考 ） 

前 期 中 間 期 実 績 

（2026 年１月期中間期） 

24,674 △206 △481 △392 △11円 10銭 

 

（差異の理由） 

当社は、当期を再成長期の初年度と位置付け、前期までに実施した事業再編等による収益性改善効

果の顕在化を図るとともに、最終利益の黒字転換に向けて事業活動を推進しております。当第２四半

期（中間期）においては、採算性の観点から 2025年６月に撤退を決定したメディア・コンテンツ業務

の減収影響があったものの、主力事業への経営資源の集中により収益性は大幅に改善いたしました。 

 

また、国内外で展開するゲーム関連サービスについては、競合他社からのシェア獲得に加え、市場

環境の活況を背景として堅調に推移し、売上高及び営業利益は当初予想を上回る結果となりました。

特に第２四半期の３ヵ月間においては、第１四半期と比較して売上高は微増に留まる一方、営業利益

は２倍超へ拡大する等、収益性改善の成果が顕著に表れております。 

 

さらに、為替相場が当期業績予想の前提と異なる水準で推移したことから、為替差益を計上いたし

ました。これらの結果、当初予想では親会社株主に帰属する中間純損失を見込んでおりましたが、中

間純利益を計上するに至り、業績予想を上回る結果となりました。 

 

以 上 

 


